
「公共建築物の木材利用事例集」
を 7年ぶりに取りまとめ

〜木造公共建築物の事業計画等の参考となるよう最新の事例 78 件を掲載〜

はじめに

今般，全国営繕主管課長会議（都道府県及び政
令指定都市の営繕担当課長と国土交通省大臣官房
官庁営繕部が参加）は，国及び全国の地方公共団
体の木材利用の取組に関する事例集（令和 2 年版）
を取りまとめました。

全国営繕主管課長会議では，国，地方公共団体
等の事業計画等の参考とするため，平成 24，25 
年度に「公共建築物における木材の利用の取組に
関する事例集」等の取りまとめを行いました。

上記事例集等の取りまとめ後，木材利用に係る
技術開発の進展と地方公共団体により多様な木造
建築物が整備されていることを踏まえ，新たに

「公共建築物における木材の利用の取組に関する
事例集（令和 2 年版）」を取りまとめることとさ
れ，国土交通省大臣官房官庁営繕部が事務局とな
り，取りまとめを行いました。

本事例集では，CLT の活用などの木材利用に
係る新たなテーマが設定され，これに即した国（2
件），都道府県（43 件）及び市区町村（32 件）が
整備した 77 件の木造公共建築物及び 1 件の施策
が木材活用の取組とともに紹介されています。本
稿では，その内容を紹介します。

なお，本事例集は，国土交通省の以下のホーム

ページに掲載しています（https://www.mlit.go. 
jp/gobuild/moku_torikumi.html）。

テーマの設定

新たな事例集の作成にあたり，全国営繕主管課
長会議の構成員の有志による「公共建築物におけ
る木材の利用の取組に関する事例集等の拡充検討
会（東京都（委員長），北海道，長野県，静岡県，
岡山市，国土交通省大臣官房官庁営繕部（事務
局））」（以下，「検討会」という）を設置しました。

事例の収集にあたり，事前に構成員に対して，
事例集への収録を希望する取組内容についてアン
ケートを行い，以下の 8 つのテーマを設定しまし
た。
⑴　CLT
⑵　混構造・部分木造
⑶　大規模・大空間
⑷　準耐火建築物
⑸　地域産材の活用
⑹　維持管理
⑺　コスト計画
⑻　その他
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テーマごとの代表的な取組概要 
（表 － 1）

⑴　CLT
CLT とは Cross Laminated Timber の略称で，

ひき板（ラミナ）を繊維方向が直交するように積
層接着した木質材料です。日本では 2013 年に
JAS（日本農林規格）が制定され，2016 年に
CLT 関連の建築基準法告示が公布・施行されま
した。また，近年の技術開発の進展を受けて，
2017 年の「公共建築物における木材の利用の促
進に関する基本方針」の変更において，公共建築
物の整備にあたっては，CLT や木質耐火部材等
の新たな木質部材について活用を促進する旨が規
定され，CLT の活用が進んでいます。本事例集

3
では，新たな木質材料である CLT を活用するに
あたって取り組まれた内容を紹介しています（写
真－ 1）。

⑵　混構造・部分木造
公共建築物の木造化にあたり，平面混構造，立

面混構造に加え，主要構造部の部材の一部に木材
を使用するなど，混構造等に関しての技術開発が
進んでおり，混構造と免震構造の組み合わせによ
るフレキシブルな事務空間や，屋根を木造化する
ことによる軽量化などが取り組まれています。本
事例集では，これらの適材適所に木材を活用する
にあたって取り組まれた内容を紹介しています

（写真－ 2）。

写真－ 1　 CLTパネル工法による公営住宅 
（福島県復興公営住宅 磐崎団地）

写真－ 2　 混構造＋免震構造によるフレキシブル 
な空間（長門市庁舎）

テーマ（取組件数※） テーマごとの代表的な取組概要

⑴ CLT（24 件） CLT を活用するにあたっての取組 
（工期の短縮，床パネル割り，事務室奥行きを確保するための工夫等）

⑵混構造・部分木造（24 件） 木材を適材適所に使用した取組 
（混構造＋免震構造によるフレキシブルな空間，屋根の軽量化等）

⑶大規模・大空間（32 件） 大スパンを確保するための取組 
（トラスの工夫，重ね梁，張弦梁の採用等）

⑷準耐火建築物（6 件） 燃えしろ設計の取組

⑸地域産材の活用（33 件） 地域産材の強度分布を踏まえた設計の取組，調達期間確保の取組， 
材工分離発注の取組等

⑹維持管理（5 件） 維持管理に配慮した設計手法の取組 
（接合金物の錆発生の防止，外部使用木材の劣化対策等）

⑺コスト計画（5 件） 建設コスト縮減に関する取組 
（格子膜構造による材の軽量化，材のサイズ・架構断面の均一化等）

⑻その他（22 件） 地域と連携した取組，歴史的建造物復原の取組等

表－１　事例集におけるテーマごとの代表的な取組概要

※事例に複数のテーマ（取組）の記載あり
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⑶　大規模・大空間
近年，運動場，体育館，武道場，集会場などの

施設においても木材を活用する取組が進んでいま
す。本事例集では，大スパンを確保するために技
術的な工夫を凝らした取組の内容を紹介していま
す（写真－ 3）。

⑷　準耐火建築物
木造の準耐火建築物において，燃えしろ設計に

より木部を現しとした取組の内容を紹介していま
す（写真－ 4）。

⑸　地域産材の活用
公共建築物では住宅等よりも規模が大きくなる

ため，大量の地域産材を工事業者が調達すること
になる場合があります。このため，発注者による

工事業者の地域産材の調達期間の確保や工事と木
材調達を切り離す材工分離発注，また設計者によ
る地域の木材の強度分布を踏まえた適材適所の部
材配置などが取り組まれており，本事例集ではこ
れらの公共建築物で地域産材を活用するにあたり
取り組まれた内容を紹介しています（写真－ 5）。

⑹　維持管理
木造とした場合に木材の耐久性，メンテナンス

の手間等を懸念されることがあり，これが木造公
共建築物の普及を妨げる理由の一つになっていま
す。本事例集では，深い軒の出による外壁の耐久
性の向上，外部に露出しない接合金物の採用によ
る接合金物の錆発生の防止や，外部使用木材の劣
化対策など，設計において維持管理に配慮して取
り組まれた内容を紹介しています（写真－ 6）。

写真－ 3　 定尺材アーチトラスによる大空間 
（能代市 道の駅ふたつい）

写真－ 4　 燃えしろ設計の木造準耐火建築物 
（平城宮跡歴史公園朱雀大路西側地区 
観光案内・物販棟）

写真－ 5　 地域産材の強度分布を踏まえた架構 
（大分県立武道スポーツセンター）

写真－ 6　 深い軒の出・露出しない接合金物 
（仙台市八木山動物公園 ふれあい館・ 
グーグーテラス）
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⑺　コスト計画
木造は鉄筋コンクリート造，鉄骨造等よりもコ

ストが高くなる傾向にあるといわれています。本
事例集では材の軽量化，材のサイズ・架構断面の
均一化など，木造の建設コストを抑えるために取
り組まれた内容を紹介しています（写真－ 7）。

⑻　そ の 他
地域の協議会等と連携した取組や歴史的建造物

復原の取組，設計者選定に関する取組など，⑴か
ら⑺までに含まれない木材利用に関して取り組ま
れた内容を紹介しています（写真－ 8）。

木造建築物のコスト情報分析

構成員へのアンケートにおいて，事例集の取組
テーマの他，平均的なコスト情報に関する要望が
ありました。このため，木造建築物に係る企画立
案，設計段階でのコスト計画の参考となるよう，
検討会において，本事例集に収録した建築物とは
別に，全国の木造（混構造含む）公共建築物の建
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設コストに関する資料（135 件のデータ）を収集
し，木造建築物のコスト情報分析を行い，事例集
にあわせて収録することとしました。

一般的な木造の建築物（混構造や歴史的建造物
復原を除く）においては，工事総額の m2 単価が
延べ面積の増加に伴ってばらつきが小さくなる傾
向がありました。また，木造躯体工事の m2 単価
は，集成材等の木質部材の使用や耐火性能等によ
り，m2 単価が増加する傾向がありました（表－2）。

おわりに

本事例集の取りまとめにあたり，資料を収集，
提供いただいた構成員，関係地方公共団体の皆さ
まには，多大なご協力をいただきましたことに，
この場をお借りして御礼を申し上げます。

本事例集が地方公共団体における木材利用に係
る取組の紹介のみならず，構成員間の情報共有・
交換を促し，さらなる木材利用の促進の一助にな
れば幸いです。

5

写真－ 7　 格子膜構造による材の軽量化 
（群馬県農業技術センター（本館・会議棟））

写真－ 8　 宮城県 CLT等普及推進協議会と連携 
（宮城県林業技術総合センター）

m2 単価（円） 工事総額 直接仮設費 基礎工事 木造躯体 
工事

仕上げ 
（木工事）

仕上げ 
（木工事除く） 設備工事 共通費

①延べ面積（>0 m2） 
　対象：91 件

相加平均 369,656 9,253 24,994 65,302 19,103 89,308 74,437 85,852
標準偏差 142,805 3,790 12,880 41,183 12,843 38,479 64,068 43,803

②延べ面積（>500 m2） 
　対象：38 件

相加平均 384,354 8,485 26,891 81,859 15,828 95,508 73,040 77,039
①に対する割合 104.0% 91.7% 107.6% 125.4% 82.9% 106.9% 98.1% 89.7%

標準偏差 92,619 3,196 11,241 45,336 9,352 34,712 36,550 26,302

表－２　木造建築物のm2単価における相加平均・標準偏差
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